
輝
け！

ピカピカの1年生先生の話に注目！！
鰍沢小学校

3 人の新しいお友だち
増穂南小学校

6 年生のお兄さんと
いっしょに
増穂小学校

これからヨロシクネ
増穂小学校

令和6年（２０２4年）4月25日発行

■若者模擬議会を開催 ２P
■新年度の注目事業 ６P
■6人の議員がズバリ聞きます 14P

56

3 月の定例会 ほか
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問　
人
工
香
料
や
、
化
学
製
品
由
来
の

匂
い
が
原
因
で
体
調
が
悪
く
な
る
人
が

い
る
。
こ
の
こ
と
の
周
知
活
動
を
行
う

考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　
香
害
と
は
、
新
た
な

公
害
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
分
に
と
っ

て
快
適
な
香
り
で
あ
っ
て
も
、
体
調
を

悪
く
す
る
方
が
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

配
慮
す
る
こ
と
は
、
健
康
を
守
る
た
め

に
は
重
要
。
香
り
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、

広
く
周
知
、
啓
発
を
し
て
い
く
。

　
環
境
循
環
型
社
会
に
配
慮
し
た

　
土
木
工
事
は

問　
環
境
循
環
型
社
会
に
配
慮
し
た
土

木
工
事
を
町
で
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

町
長　
現
在
、
町
で
は
、
排
出
ガ
ス
対

策
型
建
設
機
械
の
使
用
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塊
等
の
建
設
廃
棄
物
を
再
生
資
源
化

施
設
へ
搬
出
し
、
産
業
廃
棄
物
管
理
表

に
よ
り
適
正
に
処
分
し
て
い
る
。
ま
た
、

再
生
砕
石
や
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

等
を
使
用
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

前島 まいさん

香
害
に
つ
い
て
の
周
知
活
動
は

問
香
り
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
周
知
、啓
発

答

問　
静
岡
県
、
山
梨
県
を
中
心
に
、
ゆ

る
キ
ャ
ン
△
関
連
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
実
績
が
あ
る
が
、
町
も
同
様
の

取
り
組
み
を
す
る
考
え
は
。

政
策
秘
書
課
長　
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
特
産
品
に
使

う
こ
と
は
、
有
効
な
手
段
の
１
つ
で
あ

る
。
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
な
ど
の
知
名
度
の

高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
、
魅

力
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
若
年
層
の
人
口
増
加
に
つ
い
て

問　
若
年
層
の
人
口
増
加
施
策
は
。

町
長
　
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
空
き
家
の
件
数
は
６
件
で

あ
り
登
録
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
制
度
へ
の
登
録
促
進
活
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
若
年
層
の
方
々
に
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
実
施
す
る
と
、
効
果
が
上
が

る
の
か
を
研
究
し
て
い
く
。

山田 大介さん

ゆ
る
キ
ャ
ン
△
に
よ
る
収
入
増
加
は

問
知
名
度
の
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

答

一 般 質 問 通 告 一 覧一 般 質 問 通 告 一 覧
1.山田 大介さん
	 ●サブカルチャー（ゆるキャン

△）による収入増加について
	 ●若年層の人口増加について

2.前島 まいさん
	 ●香害について
	 ●環境に配慮した土木工事に

ついて

3.上鶴 恵子さん
	 ●持続可能な中山間地域づくり

について

	 ●区長報酬の算出方法について 

4.山田 久美子さん
	 ●学校給食における地産地消

のオーガニック給食の導入
について

	 ●食育を推進する環境整備に
ついて 

5.佐久間 薫さん
	 ●商店街の活性化について 
	 ●人口減少対策について 

6.保坂 直樹さん
	 ●富士川いきいきスポーツ公園

の利用について  
	 ●富士川町歴史文化館 塩の華に

ついて

7.井上 智子さん
	 ●災害時の対応について
	 ●人口増加の施策について 
8.柳 真吾さん
	 ●障がい者の共生社会について  
	 ●障がい者の防災について 

8 人の
若者が問う！！

　さまざまな分野から 8 名の若者が、日ごろ感じている 
町政への疑問や意見などを、町長や町に熱く訴えました。
　当日は通常の議会形式で行い、後日富士川CATVで放映さ
れ、またYouTubeでも視聴できます。（右の2次元コード参照） 

若者模擬議会若者模擬議会
開催日時：	令和6年2月4日（日）
	 13：00〜
場　　所：	富士川町役場庁舎内
 	 3階議場

 開催！！
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問　
富
士
川
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
活
用
と
、
今
後
の
展
開
は
。

町
長 

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
健
康
遊
具
の
設
置
や
家
族
で
楽
し

め
る
芝
生
広
場
の
整
備
を
行
い
、
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
推
進
な
ど

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
、
こ
れ
か
ら

も
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
歴
史
文
化
館 

塩
の
華
に
つ
い
て  

問　
塩
の
華
は
入
場
料
無
料
で
、
今
後
、

施
設
を
運
営
で
き
る
の
か
、
維
持
し
て

い
け
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
同
施
設
は
、
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、
入
場
料

は
徴
収
は
で
き
な
い
。
し
か
し
町
の
文

化
的
遺
産
の
保
護
に
つ
な
が
る
貴
重
な

施
設
で
あ
る
の
で
、
経
費
は
か
か
る
が
、

さ
ら
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
運
営
を
し

て
い
く
。

保坂 直樹さん

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
活
用
と
展
開
は

問
施
設
整
備
と
情
報
発
信
を
行
う

答

問　
現
状
は
、
商
店
街
に
活
気
が
な
く
、

魅
力
が
な
い
。
課
題
も
あ
る
が
、
商
工
会

や
町
内
の
事
業
者
と
と
も
に
発
展
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
空
き
店
舗
バ
ン
ク
制

度
や
、
町
内
で
継
続
的
に
事
業
を
営
む

起
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
３
年
間
補

助
金
を
交
付
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
制
度
の
周
知
や
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て  

問　
子
ど
も
が
減
っ
て
い
る
が
、
新
し

い
子
育
て
世
帯
向
け
の
案
は
あ
る
か
。

町
長　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
県
内
で

も
い
ち
早
く
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
を
実
施
し
、
出
産
祝
い
金
の

支
給
や
、
保
育
料
の
無
償
化
を
し
て
い

る
。
多
額
の
費
用
を
継
続
し
て
確
保
す

る
事
業
は
、
財
源
確
保
を
見
据
え
る
中

で
進
め
て
い
く
。

佐久間 薫さん

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て 

問
活
性
化
す
る
事
業
支
援
を
行
う

答

問　
現
在
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
、
有

機
給
食
導
入
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
や
果
物

は
、
環
境
や
健
康
に
や
さ
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
地
元
産
で
価
格
や
量
、

品
質
な
ど
、
給
食
で
使
用
す
る
条
件
が

整
っ
た
場
合
に
、
地
産
地
消
の
観
点
か

ら
、
給
食
で
も
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　
食
育
を
推
進
す
る
環
境
整
備
に
つ
い
て 

問　
地
産
地
消
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
有

機
給
食
へ
の
理
解
や
促
進
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
と
の
農
業
体
験
や
食
育
実
習

な
ど
の
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
学
校
給
食
の
食
材
は
、

地
産
地
消
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
野
菜
づ
く
り
や
食
育
授
業
を

通
し
て
、
農
業
体
験
や
食
育
実
習
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
る
が
、
現
状
は
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
に
特
化
の
計
画
は
し
て
い
な
い
。

山田 久美子さん

学
校
給
食
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
は

問
条
件
が
整
っ
た
場
合
、
給
食
で
も
使
用
す
る

答

問　
組
織
の
世
代
交
代
が
停
滞
し
て
い

る
地
域
で
は
、
人
的
資
源
の
育
成
確
保

が
優
先
課
題
で
あ
る
。
現
在
の
町
の
取

り
組
み
と
、
現
段
階
で
の
成
果
は
。

政
策
秘
書
課
長　
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
、
す
べ
て
の
住
民
が
参
加
で
き
る
環

境
の
整
備
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

地
域
に
お
い
て
は
、
若
者
や
新
た
な
参

加
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
区
長
報
酬
の
算
出
方
法
に
つ
い
て 

問　
中
山
間
地
域
の
区
長
の
負
担
は
大

き
い
が
、
区
長
報
酬
の
算
出
方
法
の
根

拠
は
。

町
長　
区
長
報
酬
は
、
富
士
川
町
区
長

等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
基

本
額
と
し
て
年
額
20
万
円
を
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
基
本
額
の
ほ
か
、
区
長
特

別
手
当
と
し
て
、
均
等
割
、
世
帯
数
に

応
じ
た
世
帯
割
を
算
定
方
法
に
定
め
、

算
出
し
て
い
る
。

上鶴 恵子さん

持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
づ
く
り
は

問
若
者
な
ど
の
意
見
で
地
域
を
活
性
化

答
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問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関
し

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
か
。

町
長 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

に
お
い
て
は
、
自
治
体
だ
け
で
は
解
決

が
困
難
な
課
題
が
あ
る
。
国
に
お
け
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
動

向
を
注
視
す
る
中
で
、
課
題
解
決
に
向

け
て
、
県
と
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
障
が
い
者
の
防
災
に
つ
い
て 

問　
災
害
時
、
福
祉
避
難
所
に
避
難
し

た
と
き
に
、ど
の
よ
う
な
障
が
い
を
持
っ

て
い
る
方
で
も
、
対
応
で
き
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　
平
常
時
か
ら
、
県
や

地
域
、
お
よ
び
事
業
所
な
ど
と
、
情
報

連
携
を
密
接
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

障
が
い
者
を
理
解
し
、
支
え
あ
え
る
人

材
の
育
成
を
行
い
、
防
災
に
強
い
地
域

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

柳 真吾さん

障
が
い
者
の
共
生
社
会
に
つ
い
て  

問
県
と
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

答

問　
災
害
時
に
住
民
と
行
政
の
連
携
は

不
可
欠
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を
取

り
対
応
す
る
か
。

防
災
交
通
課
長 
平
成
24
年
に
富
士
川

町
地
域
支
援
職
員
制
度
を
定
め
、
地

域
の
情
報
、
課
題
な
ど
を
共
有
し
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、
各
行

政
区
に
支
援
員
チ
ー
ム
を
配
備
し
て
い

る
。
こ
の
支
援
員
チ
ー
ム
を
通
じ
て
、

住
民
に
最
も
近
い
行
政
区
と
、
災
害
時

に
備
え
た
連
携
を
図
る
。

　
人
口
増
加
の
施
策
に
つ
い
て 

問　
富
士
川
町
で
も
人
口
減
少
が
続
い

て
い
る
が
今
後
、
人
口
増
加
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
平
成

27
年
度
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
を

策
定
し
た
。
ま
た
、
総
合
戦
略
で
、
４

つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
多
く
の

方
に
移
住
支
援
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
、

人
口
増
へ
の
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。

井上 智子さん

災
害
時
に
住
民
と
行
政
の
連
携
は

問
支
援
員
チ
ー
ム
を
通
じ
て
、行
政
区
と
連
携
を
図
る

答

今回はこのような機会を設けて頂き誠にありがとう
ございました。目的は果たせたと思います。
・この議会を定期的に開催
・町長及び役員たちとの議会形式ではなく別の形で
  の意見交流会
・実際に参加者の意見をどれかは年内に実現する。
以上の感想を提出します。

本当に貴重な経験が出来ました。自分の伝える事
のために多くの調べ物をしたり、その道に精通して
いる人と情報交換をしたりといった事を行いました
が、その事自体がとても良い糧になりました。

実際の議員さんの仕事を体験でき、がんばっている議
員さんのご苦労や想いを少しだけでもわかった気がし
ました。みなさんよく考えておられたので、やっただけ
で終わりにしないで、形になるものがあれば検討を続
けていただき、町がよりよくなればいいなと思います。

模擬議会の質問に対しての町の返答が違い、さらに
再質問は最初に出されたものでなくてはならず、聞
きたいことも聞けず、時間に余裕があるのに終わら
なければならず、とても残念でした。今回の8名は
それぞれの志があり、行政に対してのおもいがあり
ました。
要望としては、
・持ち時間は15分〜20分　・主な質問は2つまで
・再質問は一応用意しておくが、実際の議会のよう
  に受けての再質問も受ける (最大5回まで )等、
もっとリアルな議員としての体験をしたかったです。

これをきっかけに町政への関心が深まりました。今
までさらっと読んでいた広報や議会だよりをじっく
りと読む楽しみが出来ました。
富士川町はとてもいい所なので、町に住む一人ひと
りがみんなで考えて実行していけばもっといい町に
なると思います。

8 人の若者が町の将来に対して、真剣に考え質問をしている姿に感動しまし
た。素晴らしい若者がいてくれることに安心すると同時に、私たち議員も、
全ての面で健全な町にしていく決意を新たにしました。　　議長　堀内 春美

を
終えて…参加された

皆さんの声を
お届けします

若者模擬議会若者模擬議会
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令和 6年3月定例会を3月8日から25日の18日間開催した。
専決処分承認案1件、条例制定案3件、条例改正案14件、補正予算案4件、予算案15件、組合
規約変更案1件、人事案3件、請願1件を慎重審議し全会一致で原案のとおり可決した。また、
令和6年度当初予算については、予算特別委員会を設置し分科会及び全体会で審議を行い、採決
の結果原案のとおり可決した。

8787億億841841万円万円

一 般 会 計 予 算（ 歳 入 内 訳 ）
　自主財源　38億 5,082万円（44.2%）

　依存財源　48億5,759 万円（55.8%）

一般会計予算

令和 6 年度

町で集めた財源
● 町税	 13億 8,846万円	（15.9%）	 皆さんが納めた税金
● 繰入金	 16億 5,300万円	（19.0％）	 基金などから
● 分担金・負担金	 7,337万円	 （0.8％）
● 使用料・手数料	 9,226万円	 （1.1%）
● 財産収入	 1,639万円	 （0.2%）
● 寄附金	 3億 7,050万円	 （4.3%）
● 繰越金	 2,172万円	 （0.2%）
● 諸収入	 2億 3,512万円	 （2.7%）

国・県からの収入・借入金などの財源
● 地方交付税	 26億円	（29.9%）	 国から交付されるお金
● 国庫支出金	 6億 4,727万円	 （7.4％）	 国からの補助金
● 県支出金	 5億　823万円	　（5.8％）	 県からの補助金
● 町債	 6億2,050万円	　（7.1％）	 町が借入れるお金
● 地方譲与税	 　6,724万円	　（0.8％）
● 配当割交付金	 916万円	 （0.1％）
● 株式等譲渡所得割交付金	 779万円	 （0.1％）
● 法人事業税交付金	 2,364万円	 （0.3％）
● 地方消費税交付金	 　3億1,810万円	 （3.7％）
● ゴルフ場利用税交付金	 37万円	 （0.0％）
● 環境性能割交付金	 　742万円	 （0.1％）
● 地方特例交付金	 4,637万円	 （0.5％）
● 交通安全対策特別交付金	 100万円	 （0.0％）
● 利子割交付金	 50万円	 （0.0％）

（　）内は構成比率

依存財源とは…
国や県の基準に基づいて交付されたり、

割り当てられたりする町の収入

自主財源とは…
自主的に収入
できる財源

（対前年比8.5%増）

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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● ATM 屋外ブース設置工事	 1,088万円

●東別館解体工事等	 2 億 6,374 万円

●ふるさと納税推進業務等	 9,687 万円

● ChatGPT用 Webサイト構築業務	 640 万円

●天神ゆずっこ保育園駐車場整備工事	 2,000万円

●産後ママ応援事業	 152万円

●出産・子育て応援事業	 650万円

●㫪米地内水路塗装工事	 240万円

●鬼島地区鳥獣害防止柵設置工事	 990万円

●林道立石清水線路側改修工事	 1,150万円

●ふじかわまちづくり公社報償	 1,700万円

●まほらの湯指定管理料	 700万円

●かじかの湯指定管理料	 2,100万円

●リニア側道物件補償	 7,428万円

●殿原スポーツ公園法面保護工事	 630万円

●富士川いきいきスポーツ公園整備工事	 9,900万円

●統合中学校建設工事設計業務	 1 億 708万円

●公民館改修・修繕事業補助金（長澤区）	 150万円

●ふれあい広域体育館LED照明交換工事	 447 万円

●国民健康保険	 15 億 4,041 万円	（△5.3％）
●後期高齢者医療	 ４億 8,430 万円	（21.5％）
●介護保険	 18 億 304 万円	（0.1％）
●介護サービス事業	 6,446万円	（△0.3％）
●奨学金	 25万円	（4.2％）
●鹿島財産区	 5 万円	 （同額）
●カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区	 44 万円	 （同額）
●峡南地区通級指導教室共同設置	 210 万円	（7.7％）
●峡南地区充指導主事共同設置	 75 万円	（△1.1％）

●箱原農業集落排水事業	 1,106万円	（△17.6％）

●簡易水道事業	 2 億 1,144万円	（35.6％）
●下水道事業	 9 億 5,114万円	（47.3％）
●営農飲雑用水	 1,157万円	（44.3％）

水道事業会計
収益的支出　2 億 5,106 万円（△ 6.3％）
資本的支出　1 億 7,321 万円（△ 12.4％）

令 和 6 年 度 特 別 会 計 予 算（前年度比%）

指定管理施設「まほらの湯」

解体される東別館

指定管理施設「かじかの湯」整備が進む富士川いきいきスポーツ公園産後ママたちへのお弁当支援

ATM 設置場所（庁舎駐車場北西側）

新 年 度 の 注 目 事 業

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。

公営企業会計
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問　
在
宅
育
児
応
援
金
２
４
０
万

円
の
内
訳
は
。

答
　
満
3
歳
ま
で
の
未
就
園
児
を

家
庭
で
保
育
す
る
対
象
者
に
支
給

す
る
も
の
で
あ
り
、
１
０
０
人
を

見
込
み
、
月
２
０
０
０
円
の
支
給

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

産
後
マ
マ
応
援
事
業
費

１
５
2
万
円
の
内
訳
は
。

答
　
産
後
7
か
月
未
満
の
産
婦
さ

ん
に
週
1
回
、
対
象
期
間
中
に
最

大
10
回
ま
で
弁
当
を
提
供
す
る
事

業
で
あ
り
、
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
の
委
託
で
調
整
し
て
い
る
。

教
育
総
務
課

問　

増
穂
小
学
校
ト
イ
レ
他
給

排
水
管
改
修
設
計
業
務
委
託
料

３
７
８
万
円
が
計
上
さ
れ
た
要
因

は
。

答
　
ト
イ
レ
の
老
朽
化
と
校
舎
内

外
の
漏
水
等
に
よ
り
改
修
が
必
要

で
あ
り
、
大
規
模
改
修
工
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
実
施
す
る
必
要
性
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。

問　
指
定
制
服
等
購
入
費
補
助
金

２
３
９
２
万
円
の
内
訳
は
。

答
　
中
学
校
統
合
に
伴
い
、
制
服

等
の
買
換
え
が
必
要
な
、
統
合
時

2
年
生
、
3
年
生
の
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
制
服
上
下
・

ジ
ャ
ー
ジ
・
ワ
イ
シ
ャ
ツ
等
購
入

費
補
助
金
、
２
３
０
名
分
を
計
上

し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課

問　
図
書
・
視
聴
覚
資
料
購
入
代

と
し
て
１
０
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
令
和
6
年
度
は
何

冊
の
本
を
購
入
す
る
予
定
か
。

答
　
４
０
０
０
冊
を
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。

政
策
秘
書
課

問　
新
た
にChatG

PT
用
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
構
築
業
務
委
託
６
４
０
万

円
に
つ
い
て
そ
の
内
容
は
。

答
　
D
X
の
推
進
と
事
務
処
理

の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
業
務
委
託
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

活
用
し
て
き
た
A
I
シ
ス
テ
ム
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
を
大

幅
に
削
減
し
てChatG

PT

を
新

た
に
導
入
し
た
い
。

福
祉
保
健
課

問　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

機
能
強
化
事
業
と
し
て
７
１
3
万

円
が
委
託
料
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答
　
障
が
い
者
の
相
談
支
援
の

ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
や
ひ
き
こ

も
り
支
援
な
ど
様
々
な
事
業
で
あ

り
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
六
郷
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
、
く

に
み
園
に
事
業
推
進
を
委
託
し
、

経
費
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

問　
山
梨
県
初
期
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
負
担
金
２
４
０
万
円
の
内
容

は
。

答
　
初
期
救
急
医
療
体
制
を
県
全

体
で
見
直
し
、
迅
速
性
と
医
療
向

上
の
た
め
に
受
け
入
れ
先
を
山
梨

大
学
附
属
病
院
と
し
て
始
め
る
事

業
で
あ
り
、
負
担
金
は
患
者
実
績

に
よ
り
決
ま
る
が
、
令
和
6
年
度

は
、
各
市
町
村
の
小
児
医
療
の
状

況
を
勘
案
し
て
負
担
金
が
算
出
さ

れ
て
い
る
。

財
務
課

問　
峡
南
行
政
組
合
負
担
金
が
大

幅
に
増
額
に
な
っ
た
要
因
は
。

答
　
峡
南
消
防
本
部
等
の
移
転

に
伴
う
経
費
負
担
増
、
情
報
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

共
同
化
の
機
能
の
充
実
を
図
る
た

め
峡
南
5
町
各
町
の
負
担
金
が
増

額
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

問　

新
た
に
計
上
さ
れ
た
補
助

金
、
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
50
万

円
の
詳
細
は
。

答
　「
富
士
川
町
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
」
制
定
に
伴
う
「
富
士

川
町
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
の
支

給
に
関
す
る
要
綱
」
に
則
り
、
遺

族
見
舞
金
1
名
分
30
万
円
、
重
傷

病
見
舞
金
２
名
分
20
万
円
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。

町
民
生
活
課

問　
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
費
補

助
金
10
万
円
の
対
象
は
。

答
　
県
の
補
助
事
業
と
し
て
、
地

域
猫
活
動
を
行
う
自
治
会
、
ま
た

は
自
治
会
か
ら
了
承
を
受
け
た
団

体
に
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
課

問　
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
債

２
５
８
０
万
円
の
内
容
は
。

答
　
合
併
推
進
債
で
あ
り
、
天
神

ゆ
ず
っ
こ
保
育
園
改
修
工
事
設
計

業
務
委
託
８
７
７
万
円
お
よ
び
駐

車
場
整
備
工
事
２
０
０
０
万
円
の

約
90
％
の
財
源
と
な
る
。

ひ
と
づ
く
り

分
科
会
報
告

予
算
特
別

委
員
会
報
告
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管
財
課

問　

工
事
請
負
費
１
１
２
７
万

円
・
A
T
M
屋
外
ブ
ー
ス
設
置
工

事
は
、
町
民
か
ら
の
希
望
か
。

答
　
町
民
か
ら
多
数
の
希
望
が
あ

り
、
山
梨
中
央
銀
行
A
T
M
で

は
町
の
負
担
が
多
い
た
め
断
念

し
、
J
A
と
折
り
合
い
が
つ
き
設

置
と
な
っ
た
。
ブ
ー
ス
は
町
負
担
、

A
T
M
本
体
は
J
A
が
維
持
管

理
す
る
。

問　

工
事
請
負
費
2
億
６
３
７
４	

万
円
の
内
訳
、
内
容
は
。

答
　
東
別
館
・
東
別
館
分
館
他
ア

問　
産
前
産
後
保
険
税
分
操
出
金

54
万
円
の
内
容
は
。

答
　
令
和
6
年
度
か
ら
計
上
す
る

操
出
金
で
あ
り
、
出
産
予
定
月
の

前
月
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月

ま
で
の
4
か
月
分
（
双
子
は
6
か

月
分
）
の
保
険
税
を
軽
減
す
る
制

度
に
対
す
る
操
出
で
あ
る
。

ス
ベ
ス
ト
除
去
・
解
体
工
事
２
億	

３
２
６
5
万
円
、
東
別
館
等
跡
地

駐
車
場
整
備
工
事
３
１
１
０
万
円

で
あ
り
、
1
3
7
か
所
調
査
し
30

か
所
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ

れ
た
が
、
す
べ
て
レ
ベ
ル
３
の
も

の
で
あ
っ
た
。

防
災
交
通
課

問　
工
事
請
負
費
６
５
０
万
円
の

内
容
は
。

答
　
増
穂
小
学
校
北
側
、
通
学
路

路
肩
カ
ラ
ー
化
工
事
全
長
5
0
0

ｍ
で
あ
る
。

問　

備
品
購
入
費
１
９
７
万
円

の
、
携
帯
型
無
線
機
（
30
台
）
は

携
帯
電
話
で
は
対
応
で
き
な
い

か
。

答
　
災
害
時
に
携
帯
電
話
で
は

電
波
状
況
に
よ
り
繋
が
り
に
支

障
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

方
、
無
線
で
は
一
斉
指
示
が
で
き
、

指
示
の
共
有
が
可
能
で
あ
る
た

め
で
あ
る
。（
現
状
の
無
線
機
は

2
0
1
1
年
に
購
入
し
た
も
の
で

あ
る
）

税
務
課

問　
個
人
住
民
税
滞
納
繰
越
分
の

徴
収
率
は
昨
年
に
比
べ
上
が
り
、

軽
自
動
車
税
種
別
割
滞
納
繰
越
分

の
徴
収
率
が
下
が
っ
た
要
因
は
。

答
　
実
績
に
基
づ
い
た
予
算
編
成

数
値
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

上
下
水
道
課

問　
過
年
度
損
益
修
正
損
金
額
に

お
い
て
、
漏
水
認
定
に
よ
る
返
金

と
は
。

答
　
住
宅
内
の
漏
水
に
お
い
て
、

修
繕
な
ど
を
行
い
町
に
申
請
が

あ
っ
た
場
合
、
前
月
お
よ
び
前
年
、

同
月
の
使
用
料
と
比
較
し
て
、
大

き
い
差
額
が
あ
っ
た
場
合
に
計
算

式
に
よ
り
算
定
し
返
金
す
る
。

産
業
振
興
課

問　
委
託
料 

ま
ほ
ら
・
か
じ
か
の

湯
指
定
管
理
料
の
算
出
根
拠
は
。

答
　
選
定
委
員
会
で
指
定
管
理

候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
提
出
の
あ
っ
た
収
支
予
算
書

を
基
に
、
協
議
の
上
決
定
し
た
。

問　

林
業
振
興
費
報
酬
費
の

６
６
３
万
円
特
定
鳥
獣
適
性
管
理

事
業
報
奨
金
の
内
訳
は
。

答
　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
有

害
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
狩
猟
者
に

報
償
を
支
払
う
。（
サ
ル
一
匹	

２
万
５
千
円
・
シ
カ
一
頭
１
万	

５
千
円
・
イ
ノ
シ
シ
一
頭
１
万	

５
千
円
）

土
木
整
備
課

問　
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
ゆ
ず
の
郷
）
分
担
金
と
は
。

答
　
県
営
土
地
改
良
事
業
に
対
す

る
町
の
負
担
金
17
・
5
％
で
あ
る
。

問　
大
椚
大
久
保
線
の
令
和
6
年

度
予
算
で
実
施
す
る
範
囲
は
。

答
　
国
か
ら
の
補
助
金
の
配
分

に
も
よ
る
が
、
文
化
ホ
ー
ル
西
側

町
道
ま
で
完
成
さ
せ
る
予
算
で
あ

る
。

都
市
整
備
課

問　

工
事
請
負
費
富
士
川
い
き

い
き
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
工
事

９
９
０
０
万
円
内
訳
は
。

答
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
事

３
４
０
０
万
円
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

工
事
２
４
０
０
万
円
・
芝
生
工
事

１
９
０
０
万
円
・
水
道
（
水
飲
み

場
含
）
２
０
０
万
円
・
あ
ず
ま
や

（
2
棟
）
１
０
０
０
万
円
・
安
全

施
設
１
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

工
事
請
負
費
３
３
０
万
円
、

町
営
住
宅
解
体
工
事
の
解
体
件
数

お
よ
び
工
事
後
活
用
方
法
は
。

答
　
西
之
入
住
宅
2
棟
を
解
体

し
、
そ
の
後
宅
地
分
譲
に
す
る
予

定
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り

分
科
会
報
告
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条例制定３議案・条例改正14議案可決

■富士川町庁舎会議室及び町民ギャラリーの使用
に関する条例
・町民の利便性を図るため、役場庁舎の会議室及び
町民ギャラリーの使用に関する条例

■富士川町犯罪被害者等支援条例
・犯罪被害者等基本法に基づき、犯罪被害者等への

支援に関する条例。主な支援策は相談及び情報の
提供、見舞金の支給、町営住宅等への入居支援

■富士川町成年後見制度利用促進協議会設置条例
・成年後見制度の利用の促進に関する法律の規定に
基づき、基本的事項を審議するため、専門職種を
そろえた協議会の設置に関する条例

■特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正
・町立小中学校の学校医の報酬の均衡を保つため報
酬の一部を改正

・学校運営協議会委員の報酬の額を定めるため、条
例の一部を改正

■消防団員の報酬及び費用弁償に関する条例及
び、定員、任命、給与、服務等に関する条例の
一部改正
・団員の処遇を改善し、安定した団員の確保を図るた
め、報酬額及び費用弁償の額についての改正

■職員給与条例の一部を改正
・手当の名称を「特定新型インフルエンザ等対策派
遣手当」に改正

■会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例及び町職員の育児休業等に関する条例の
一部改正
・会計年度職員の勤勉手当を支給することについて
の改正

■国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・令和6年度国民健康保険税の税率等の改正

■介護保険条例の一部を改正する条例
・基準月額を現在の6,200円から6,100円とする

・保険料標準段階を多段階化し、高所得者の標準乗
率を引き上げ、低所得者の標準乗率を引き下げる

■特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正
・重要事項について、施設内の書面掲示に加え、イン
ターネットを利用して公衆の閲覧に供することの義
務付け、書類等の提出は書面のほか、新たな通信
技術に対応できるよう見直しを行うもの

■特別会計設置条例の一部改正
・鰍沢町有林財産区を町への財産移管により、鰍沢財
産区特別会計の廃止をする

・指定管理者への移行により、かじかの湯事業特別会
計を廃止する

■水道事業の設置等に関する条例の一部改正
・地方自治法の一部改正する法律の施行により条ずれのため

■水道事業給水条例等の一部改正
・所管の変更による名称の改正（厚生労働省から国土
交通省）

■奨学金条例の一部改正
・奨学金制度を利用しやすい制度とするため、貸し付
けの額を月額2万円から年額24万円とする

■指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
・省令の施行に伴い、関係条例について所要の改正を行う

　

3
月
8
日
の
本
会
議
で
、
付
託

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
3
月
13
日
、

14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重

な
審
査
を
行
っ
た
。
３
月
19
日
の

全
体
会
で
議
案
第
28
号
、
ま
ほ
ら

の
湯
・
か
じ
か
の
湯
の
指
定
管
理

料
２
８
０
０
万
円
に
対
し
、
減
額

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
質
疑
・

討
論
の
結
果　

賛
成
４
反
対
８
で

否
決
さ
れ
た
。

提 

出 

者	

齊
藤
欽
也

賛 

成 

者	

神
田
雅
也

反
対
討
論	

深
澤
一
幸　

望
月　

眞

	

秋
山　

仁　

小
林
和
良

賛
成
討
論	

神
田
雅
也　

井
上
光
三

	

小
林
有
紀
子

そ
の
後
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
、
決
定
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
現
地
視
察
先

１
，	

天
神
ゆ
ず
っ
こ
保
育
園

	

（
駐
車
場
整
備
工
事
、
園
舎
改	

	

修
設
計
業
務
）

２
，	

富
士
川
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ	

	

公
園
整
備
工
事

	

（
富
士
川
親
水
公
園
ド
ッ
グ
ラ	

	

ン
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
業
務
）

全
体
会



議会だよりNo.56 （10）

女性の権利を国際基準に

お も な 質 疑お も な 質 疑
問　犯罪被害者支援として見舞金が届く間、生
活支援として補助金または貸付金を行う制
度は考えられないか。

答　県の条例も加味しながら参考にし、この見
舞金を支給することを決定した。

問　増穂南小学校校医の報酬が大幅アップと
なった要因は。

答　峡南医師会から、増穂南小の学校医の報酬
が低く見直しの要望があり、4万円を8万円
に、3万2千円を6万円に改正した。

　　条例改正案件

　　最終日に附帯決議を提出

問　リニア中央新幹線の補償金3,000万円が減
額になっている要因は。

答　減額の3,000万円は、JRからの道路水路
付替え補償であり、用地交渉の実績により、
減額となった。

問　地域公共交通活性化協議会の負担金の内容は。
答　タクシー会社３社に対する負担金の増加。
またタクシー会社が受けるべき申請してい
た国庫補助金が見込み額よりも少なかっ
た。さらに、タクシー会社に支払う委託料
が運行日数の増加により増額。

問　まほらの湯井戸ポンプ設備購入の理由は。
答　この設備は、現指定管理者が温泉利用者に
対し利便性の向上を目的として設置したも
の。この井戸水は利用者からも評判が良い
ことや水道水の節減にも効果があることか
ら、引き続き町の設備として購入する。

　　補正予算案件
問　かじかの湯のリニューアル工事には、過疎
債の検討はしたのか。

答　軽微な修繕には過疎債を使える可能性が低
いと判断。また協議が終了している時期であ
るため、過疎債を使わずに予算を計上した。

問　地方創生支援事業補助金1,400万円の減の要因は。
答　クリーンファイターズ山梨に対する地方創
生事業。令和５年度の運営費として、申請
のあった額を精査して支出。当初予算で
は１億400万円計上していたが、残額の
1,400万円を減額修正した。

問　ATMブースの設置の経緯は。
答　農協と協議を重ねた結果、ATMブースの
設置を役場がすれば、その他の費用は一切、
農協の方で負担をする。電気代から維持管
理、保守関係を全て持つとの条件を提示さ
れたので、今回の当初予算に計上した。

　「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を政府に求める請願
書」が提出された。
　女性差別撤廃条約は、男女の完全な平等の達成に貢献することを
目的とし、女性に対するあらゆる差別を撤廃することを基本理念とし
ている。日本においては「早期締結について真剣に進める」として　　　
いるが、既に24年が経過し進展がないため、速やかな批准を政府に求
める請願である。付託されたひとづくり常任委員会で慎重審議した結
果採択され、意見書を提出することを原案のとおり可決した。

審査結果請請 願願

議案第28号令和6年度一般会計予算
1　統合中学校建設工事設計業務について
2　まほらの湯・かじかの湯の指定管理料について

質疑・討論の結果　賛成3 反対9で

提 出 者　齊藤欽也
賛 成 者　神田雅也
反対討論　鮫田洋平　秋山　仁　小林和良
賛成討論　小林有紀子　神田雅也否決
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2月8日第1回臨時会を開催し、条例の一部改正案1件、
補正予算案1件、指定管理者案1件を審議した。
条例の一部改正案件、補正予算案件、指定管理者案件
とも原案のとおり可決した。

令 和 6 年令 和 6 年
第 1 回第 1 回 臨時会臨時会

指定管理される「まほらの湯」

指定管理される「かじかの湯」

・貨物運送事業者物価高騰対策助成金
・低所得世帯に対する物価高騰重点支援給付金
・ふるさと自然塾給水設備電動弁更新工事
・ふじかわスマイル商品券第3弾事業

一般会計補正予算1億676万円　補正後の予算総額  87億4,670万円
一般会計
補正予算

・まほらの湯、かじかの湯指定管理者の契約締結
　指定管理の期間 :	令和6年4月1日から	
	 令和9年3月31日まで
　管理者の情報 　:	甲府市伊勢3丁目3番10号
	 株式会社 DREAM AGENT P7
	 代表取締役　久保田 直樹

指　定
管理者

・富士川町の手数料の一部改正（戸籍等電子証明書）条例改正

監査委員（学識経験）
新任  岡本 昭二

公平委員
再任  堀之内 美彦

教育長　
再任  古屋 三千雄

人 事
（敬称略）

令和 5 年度 一般会計補正予算

◆国民健康保険特別会計繰出金（社会福祉総務費）	 84万円
◆エネルギー、食料品価格等物価高騰重点支援給付金事業	 350万円
◆マイナンバー情報連携体制整備事業負担金（予防費）	 32万円
◆風疹抗体検査償還金（予防費）	 28万円
◆新型コロナウイルスワクチン接種事業	 △ 2,301万円
◆冷凍ストッカー購入（活性化施設費）	 26万円
◆経営体育成基盤整備事業分担金（経営体育成基盤整備事業費）	 123万円
◆まほらの湯、かじかの湯リニューアル工事（観光費）	 3,250万円
◆まほらの湯井戸ポンプ設備購入（観光費）	 250万円
◆下水道事業特別会計繰出金（都市計画総務費）	 △ 1,503万円
◆大椚大久保線物件補償（道整備交付金事業費）	 89万円
◆関東大会等選手派遣補助金（学校費）	 12万円
◆地方創生支援事業補助金（保健体育総務費）	 △ 1,400万円
◆公共施設整備等事業基金積立金（基金費）	 1,246万円
◆その他（各費目・確定により）	 △ 1億5,880万円

△1△1億億 5,5955,595万円万円減額補正減額補正
補正後の予算総額 85補正後の予算総額 85億億9,0959,095万円万円　対前年比 19.2　対前年比 19.2％％減減

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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●延べ床面積5,000㎡で建築費の概算を20億円と見込んでいるが、物価高騰、資材不
足の中で20億円の経費でしっかりした校舎建築の設計が可能か。
●現増穂中学校校舎の改築経費と解体費、運動場整備費、外構整備費なども含めた新
校舎建設の概算経費をどのように見込んでいるのかを伺う。
●校舎の木質化をどの程度進めていくのか。木質化に関わって、文科省の「公立学校に
おける木材活用の補助制度」山梨県の「森林環境保全推進事業」等での補助金を見
込めるのか。

●建設経費を勘案しながら、しっかりした校舎建築を進めてほしい。建設予算及び財源
について可能な限り早い段階で議会に提示して頂きたい。
●学校現場（教職員）、こどもたちの声、建築アドバイザーや専門家からの意見を参考に、
しっかりした設計業務に取り組んで頂きたい。
●生徒の学習の場、生活の場の中心である普通教室については、木質化を推進したら良
いと思う。
●正門については、町道金手小林２号線（通称８メートル道路）から入れる運動場東側
に設置することが望ましい。
●現状のプールおよび管理室は老朽化が激しく大規模改修も必要となることから撤去し
て、町民プールや民間施設への委託も検討して頂きたい。
●通学方法については、多くの希望意見がある。新中学校開校検討委員会地域部会で検
討を進めていると思うが、保護者やこどもたちの声を真摯に受け止め、検討を進めて
頂きたい。

　富士川中学校開校に向けて、生徒たちにとってより良い学校環境整備がなされるよう検討協議を継続し
ている。新中学校建設についても検討していて、2月13日に教育委員会へ質問書及び参考意見を提出した。

議 会 特 別 委 員 会 活 動 報 告
　Ⅰ 中学校整備等特別委員会報告

　こども条例制定に向けて条例内容の検討協
議を進めてきた。先進自治体である川崎市行
政視察を行ない条例内容や子ども施策につい
て研修を深めた。「富士川町すこやかさわや
かこども条例」として条例案をまとめ、現在、
条例内容について精査している。
　今後、条例案を町ホームページに掲示して
パブリックコメントを得たり、町民やこどもた
ちの意見を聴取する機会も設定していきたい。

　Ⅱ こども条例制定特別委員会

主な
質問事項

主な意見

「富士川町 すこやか さわやか
こどもの権利条例」案の概要

前　文
第1章	 総則（第1条 -第6条）
第2章	 こどもの権利について	
	 （第7条 -第14条）
第3章	 こどもの権利を保障する取組みに	
	 ついて（第15条 -第20条）
第4章	 こどもの権利侵害に関する相談と
	 救済について（第21条）
第5章	 こどもにやさしいまちづくりの推進（第22条）
第 6章	 雑則（第23条）　　附則
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令和6年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金
一般会計 2億2,051万円 1,040万円　3月28日、令和6年度第1回定例会が開催

され、承認案2件、条例改正案2件、令和 5
年度一般会計補正予算案1件、令和6年度一
般会計予算案1件、同意案4件を原案のとお
り承認、可決、同意した。令和13年開業に向け、
用地買収や基本設計など予定通り順調に進捗
している。

  山梨西部広域環境組合議会

令和6年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金
一般会計 6,425万円 522万円
ごみ処理事業 14億8,024万円 1億213万円
公園事業 1,008万円 83万円
老人福祉事業 2,497万円 193万円

勤労青年センター事業 4,920万円 389万円
し尿処理事業 2億5,434万円 0円
合　　計 18億8,308万円 1億1,400万円

　3月28日に定例会が開催され、令和6年度
予算を可決した。富士川町負担金は171万円の
増となる。主な理由は人件費と施設改善費の
増による。

  中巨摩地区広域事務組合議会

令和6年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金
一般会計 26億3,798万円 3億9,502万円

情報センター特別会計 4,357万円 0円
介護保険特別会計 2億1,933万円 0円
合　　計 29億88万円 3億9,502万円

令和6年度予算（予定損益計算書）
医業収益・事業収益 40億1,658万円
医業外収益・事業外収益 5億9,056万円

(収益合計) 46億714万円
医業費用・事業費用 50億604万円
医業外費用・事業外費用 1億6,828万円

(費用合計) 51億7,432万円
経常利益(損失) △5億6,718万円

令和6年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金
一般会計 3,525万円 490万円
し尿処理事業 3億8,420万円 4,240万円
火葬事業 2億3,940万円 2,138万円
合　　計 6億5,885万円 6,868万円

　3月26日に定例会が開催され、条例改正案
2件、規則変更案1件、令和5年度補正予算案
2件、令和6年度予算案件3件を原案のとおり
可決した。

  峡南広域行政組合議会

　3月 27日定例会が開催され、令和5年度
補正予算1件、条例改正案2件、令和6年度
予算案1件を原案のとおり可決した。

  峡南医療センター企業団議会

　3月27日に定例会が開催され、6議案が
原案のとおり可決した。
　し尿処理事業費と火葬事業、南アルプス市
の白根・八田・芦安地区の加入により、歳入
歳出共に増加予算となった。

　三郡衛生組合議会

令和6年度 各組合予算

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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問
　
1
月
25
日
開
催
の
町

民
対
話
集
会
に
お
い
て
、

新
中
学
校
校
舎
建
設
に
関

わ
る
総
事
業
費
に
つ
い
て

の
説
明
は
。

教
育
総
務
課
長
　
新
校
舎

建
設
に
つ
い
て
は
、現
在
、

基
本
設
計
に
お
い
て
教
室

の
配
置
や
内
装
、
各
種
機

器
設
備
な
ど
に
つ
い
て
検

討
中
で
あ
り
、
今
後
、
外

構
工
事
の
内
容
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
以
降
、
資

材
の
価
格
や
労
務
単
価
が

上
昇
し
続
け
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
現
時
点
に
お
い

て
新
校
舎
建
設
に
関
わ
る

総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

明
確
に
お
答
え
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

ド
ッ
ク
ラ
ン
整
備
事
業

の
経
済
効
果
は

問
　
対
話
集
会
に
お
い

て
、
ド
ッ
ク
ラ
ン
整
備
事

業
の
経
済
効
果
の

説
明
内
容
は
。

都
市
整
備
課
長

経
済
効
果
に
つ
い

て
は
、
ド
ッ
ク
ラ

ン
を
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ペ
ッ

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
が
図
ら
れ
、

イ
ベ
ン
ト
や
観
光

客
を
誘
致
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町

内
へ
の
波
及
効

果
が
生
ま
れ
、
年
間
約

１
４
０
０
万
円
の
経
済
効

果
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。

齊
藤 

欽
也 

議
員

新
中
学
校
校
舎
建
設
の

総
事
業
費
は

問
現
在
、

基
本
設
計
に
お
い
て
検
討
中

答

一
般
質
問

整備中のドッグラン

動画はこちらから

一 般 質 問 ズバリ!　聞きます!

一 般 質 問 通 告 一 覧
１	齊藤 欽也 議員
	 ●1月25日開催の町民対話集会について
	 ●学校校舎の整備について
	 ●町民体育館基本計画検討委員会の	

開催について
	 ●リバーサイドパーク構想について
	 ●町長の政治姿勢について

２	深澤 一幸 議員
	 ●災害に備える対策について

３	小林 和良 議員
	 ●町の空き家対策について

４	宇田川 未恵 議員
	 ●町の公共交通政策について
	 ●町の子育て支援策について

５	秋山 仁 議員
	 ●消防団員確保について

６	小林 有紀子 議員
	 ●災害に強いまちづくりについて
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一
般
質
問

問
　
大
地
震
に
お
い
て

は
、
水
道
施
設
が
全
く
使

え
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
生
活
用
水
の
確
保
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
大
規
模

な
地
震
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
水
道
管
の
破
裂
等

に
よ
る
断
水
の
発
生
は
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

日
本
水
道
協
会
山
梨
県
支

部
及
び
町
上
下
水
道
指
定

工
事
事
業
者
組
合
と
災
害

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
給

水
能
力
が
速
や
か
に
回
復

で
き
る
よ
う
協
力
体
制
を

整
え
て
い
る
。
ト
イ
レ
や

洗
濯
等
に
使
用
す
る
水
に

つ
い
て
は
、
雨
水
タ
ン
ク

問　

町
内
の
空
き
家
を

可
視
化
す
る
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
町
が
行
う
地
域
開

発
計
画
に
活
用
す
る
考
え

は
。

防
災
交
通
課
長
　
空
き
家

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
マ
ッ

プ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

空
き
家
の
状
態
や
情
報

に
応
じ
て
色
分
け
さ
れ
た

マ
ッ
プ
の
作
成
を
考
え
て

い
る
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
所
有
者
の
意

向
を
確
認
す
る
な
ど
し

て
、
町
の
道
路
計
画
や
、

民
間
事
業
者
へ
の
開
発
情

報
と
し
て
、
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

の
設
置
や
井
戸
水
を
利
用

す
る
事
が
生
活
用
水
の
確

保
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
家

庭
の
井
戸
を
災
害
発
生
時

に
活
用
で
き
る
よ
う
、「
災

害
時
生
活
用
水
協
力
井

戸
」
と
し
て
の
登
録
制
度

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
地
域
防
災
計
画
の
中

に
食
料
供
給
対
策
の
項
目

が
あ
る
。
災
害
時
用
と
し

て
の
食
糧
、
水
の
備
蓄
計

画
は
。

防
災
交
通
課
長
　
町

の
最
大
避
難
者
数
を

1
万
6
千
人
と
し
て
い

る
。
町
で
は
災
害
時
に

備
え
て
ア
ル
フ
ァ
ー
米

3
万
２
６
０
０
食
分
、
水

を
2
万
３
５
２
０
ℓ
分
備

蓄
し
て
い
る
が
、
今
後
は

3
食
3
日
分
と
し
て
町
全

体
の
備
蓄
量
を
14
万
4
千

食
、
14
万
4
千
ℓ
と
し
て

い
く
。
内
訳
は
町
の
備
蓄

食
糧
と
水
で
3
万
6
千
、

予
め
協
定
を
結
ん
だ
民
間

事
業
者
か
ら
の
調
達
で
共

に
3
万
6
千
、
町
民
自

ら
が
確
保
す
る
分
で
共
に

7
万
2
千
を
目
標
と
し
て

い
く
。

問　
空
き
家
所
有
者
、
ま

た
は
空
き
家
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
町
民
に
対
し

て
、
近
隣
市
町
村
で
既
に

実
施
し
効
果
を
上
げ
て
い

る
、
空
き
家
無
料
相
談
会

を
開
催
す
る
計
画
は
あ
る

か
。

政
策
秘
書
課
長
　
現
在
の

空
き
家
の
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
空
き
家
に

関
す
る
無
料
相
談
会
を
東

京
に
あ
る
、
ふ
る
さ
と
回

帰
セ
ン
タ
ー
で
年
2
回
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
町
で

は
政
策
秘
書
課
の
窓
口
に

お
い
て
、
空
き
家
に
関
す

る
相
談
に
随
時
対
応
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
さ
ら
に
町
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
に

応
え
る
形
で
、
よ
り
身
近

な
場
所
で
の
相
談
会
を
開

催
し
、
空
き
家
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
具
体
的
な

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
、
県
の
司
法
書
士

会
な
ど
関
係
機
関
へ
の
協

力
を
依
頼
し
、
無
料
相
談

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

深
澤 

一
幸 

議
員

小
林 

和
良 

議
員

大
地
震
に
お
い
て
の

生
活
用
水
の
確
保
は

問
井
戸
水
も
生
活
用
水
確
保
の

手
段
と
考
え
る

答

空
き
家
を
可
視
化
す
る

マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

問
色
分
け
さ
れ
た

マ
ッ
プ
作
成
を
考
え
て
い
る

答

活用が見込まれる家庭用井戸

空き家状態を見える化して地域
開発に活用！！



議会だよりNo.56 （16）

問　
消
防
団
員
確
保
に
向

け
た
、
本
町
の
取
り
組
み

状
況
は
。

防
災
交
通
課
長　
消
防
団

は
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
の
組
織

で
あ
り
、
団
員
確
保
は
重

要
課
題
と
考
え
る
。

　
本
町
で
は
、
団
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
団
員

の
声
を
反
映
し
た
諸
行
事

の
見
直
し
や
、
団
員
確
保

を
図
る
た
め
、
町
内
の
事

業
所
、
店
舗
な
ど
の
支
援

に
よ
り
団
員
及
び
団
員
の

家
族
に
対
し
優
遇
措
置

を
講
ず
る
「
消
防
団
員
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
火
災
及
び

緊
急
時
の
災
害
時
の
み
出

動
す
る
「
機
能
別
消
防
団

員
制
度
」
や
「
女
性
消
防

団
員
制
度
」
の
創
設
な
ど

の
確
保
対
策
を
行
っ
て
い

る
。

　
そ
の
他
、
本
町
で
は
山

梨
県
消
防
保
安
課
及
び
甲

斐
市
と
、
消
防
団
員
確
保

対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

問　
団
員
の
処
遇
改
善

（
年
額
報
酬
や
出
動
手

当
な
ど
）
を
行
う
考
え

が
あ
る
か
。

防
災
交
通
課
長　

消

防
団
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
、
団
員
の
安

定
し
た
確
保
を
図
る
た

め
、
今
議
会
に
、
富
士

川
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
の
額
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
条
例

を
提
出
し
、
団
員
の
処
遇

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
も
引
き
続
き
計
画
的

に
改
善
し
て
い
き
た
い
。

秋
山
　
仁 

議
員

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て

問
団
員
確
保
の
優
遇
措
置
を

研
究
す
る

答

一
般
質
問

早期の団員の処遇改善が求められる

問
　
公
共
交
通
の
利
用
促

進
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
周
知
方
法
を
考
え
て
い

る
か
。

防
災
交
通
課
長
　
町
で
は

広
報
誌
を
通
じ
て
、
こ
れ

ら
公
共
交
通
機
関
の
特
徴

や
利
用
方
法
の
周
知
を
行

う
こ
と
で
、
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
3
月

25
日
配
布
の
広
報
ふ
じ
か

わ
4
月
号
で
、
路
線
バ
ス

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

定
期
的
に
他
交
通
機
関

に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
掲
載
後
は
、
同

様
の
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
毎
年
県
が
主

催
す
る
「
や
な
し
公
共
交

通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

参
加
し
、
県
内
の
公
共
交

通
機
関
や
自
治
体
と
一
緒

に
、
公
共
交
通
の
P
R
に

努
め
て
い
る
。

町
の
子
育
て
支
援
策
は

問
　
新
年
度
か
ら
新
た

に
取
り
組
む
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
は
。

町
長
　
在
宅
育
児
応

援
金
支
給
事
業
は
、
満

3
歳
ま
で
の
未
就
園
児

を
家
庭
で
育
て
る
保
護

者
へ
、
育
児
に
か
か
る

費
用
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
月
2
千
円
を
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
産
後
マ
マ
応
援
事
業

は
、
産
後
の
体
力
回
復
を

図
り
、
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
を
解
消
し
、
さ
ら
に

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
る
。

宇
田
川 

朱
恵 

議
員

町
の
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

問
公
共
交
通
機
関
と
一
緒
に

P
R
に
努
め
る

答

産後ママ応援事業 
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能登半島地震の避難所で活用トイレトレーラー

一
般
質
問

問
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

（
移
動
設
置
型
ト
イ
レ
）

を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

防
災
交
通
課
長
　
災
害
時

は
、
移
動
で
き
る
こ
と
に

加
え
、
汚
水
タ
ン
ク
の
容

量
ま
で
約
１
２
０
０
回
の

使
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
非
常
時
の
有
用
性

は
想
像
以
上
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

導
入
に
大
き
な
コ
ス
ト
を

要
す
る
こ
と
、
牽
引
の
免

許
が
必
要
に
な
る
こ
と
、

タ
ン
ク
内
の
汚
物
の
処

理
方
法
等
に
つ
い
て
、
活

用
の
課
題
も
散
見
し
て
い

る
。
今
後
は
、
様
々
な
非

常
用
ト
イ
レ
が
発
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
様

な
ト
イ
レ
事
情
を
調
査
研

究
し
、
併
せ
て
財
政
状
況

や
活
用
方
法
を
勘
案
す
る

中
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　
自
治
会
や
町
の
防
災

訓
練
の
取
り
組
み
は
。

防
災
交
通
課
長
　
各
区
長

様
を
は
じ
め
自
主
防
災

組
織
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
防
災

訓
練
の
充
実
を
図
る

た
め
に
は
、
地
域
の
最

小
単
位
で
あ
る
組
織
に

お
い
て
一
人
で
も
多
く

防
災
意
識
を
持
っ
た
方
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
本
年
度
開
校
し
た
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
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1.一般質問、議会だよりで「インフルエンサー」と
いう言葉が使われています。年配者でも理解で
きるように注釈をつけるとか、理解できる言葉を
使用していただきたい。（令和5年5月）
回答  わかりやすい言葉や注釈をつけるよう、心がけます。

2.教育会館は公の借り手がない状況で、解体予定
と聞く。町は管理できないと言っているが、解体
はあまりにも勿体ないと考えます。（令和5年6月）
回答  担当課へ伝えましたが、方針が明確になった

時は、町民に周知いたしますとのことです。

3.一般質問を傍聴して感じたことは、議員側の抽
象的な感想や意見が長くなると、現状の何が課
題なのか理解できない。議員の博識披露にとど
まりがっかりする。（令和5年6月）
回答  議員全員で分かりやすく的確な質問になる

よう精進いたします。

4.役場入口のご意見箱に2回投書しましたが、町
長は見てないと伺いました。町民の意見の行方

を知りたい。（令和5年7月）
回答  担当課に善処を依頼しました。

5.旧52号（県道24号線）青柳追分から長澤に向か
う道路西側に、大きな木の枝が電線にかかって
おり、電気ショートの危険や道路に張り出してお
り危険と心配しております。（令和5年8月）
回答  所有者及び担当課に善処を依頼しました。

6.自転車ヘルメット補助事業について、着用の努
力義務が 4月から始まり購入した人も多いと思
う。4月までさかのぼって補助できるよう平等に
助成して欲しい。（令和5年8月）※補助事業は
7月から実施。

7.かじかの湯の改善案を、5項目提案しました。（令和5年8月）
8.富士川町統合中学校建設工事設計業務アドバイ
ザー費用の件について、建設においては無駄な
お金にはならないと考えます。（令和5年9月）
 6.7.8. 回答  担当課に回付しました。

※実名投書には、本人にも回答。
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身延町営バスの停留所設置を 
要請できないか（令和４年６月の一般質問）

中部・五開地区住民の交通手段の利便性を
図るため、身延町営バス「身延鰍沢線」の
鰍沢営業所と西嶋間の中部地区に停留所設
置を要請できないか。

身延町担当者と協議して取り組む

実現できれば地域住民の利便性向上につな
がることから停留所の設置に向けて身延町
と協議をしていきたい。 

３カ所に停留所を設置 
令和５年４月１日より運行開始

身延町との協議の結果、設置経費について
は、富士川町が負担することとし、身延町
営バスの運行計画を変更し、「箱原」「五開
入口」「小柳川」の３カ所に停留所が設置さ
れ、令和５年４月１日より運行開始された。

SNSを利用した損傷箇所の通報システム 
導入ができないか （令和５年12月の一般質問）

町民からの道路や水路等の損傷箇所の通報
はLINE等のSNSを利用した通報システム導
入ができないか。

町のホームページ機能での構築を検討する

通報システムの導入は、導入コスト・維持
コストが掛かるため、現在は考えていない
が、町のホームページの「お問い合わせ」
機能での構築を検討する。

道路損傷通報システムを構築 
令和６年３月１日より運用開始

スマートフォンなどから簡単にできる道路
損傷通報システムを土木整備課が構築し、
２次元コードや町のホームページから利用
できることになった。
・4月10日現在
  通報件数8件、対応済5件、対応中3件

新規に設置された各停留所 スマホ操作画面と２次元コード

どうなった?シリーズ追
跡 あの質問、

　 その後は…
議員が行った一般質問が町政にどう反映されたのか、追跡調査を行いました。

（2案件を選別掲載）

質
　
問

答
　
弁

そ
の
後
の
進
捗



（19）  議会だよりNo.56

●募集人員	 10人
●任　　期	 1年
●締め切り	 令和6年5月10日（金）
●お問い合せ・応募先

　議会事務局　☎ 0556（22）7211
　　　　　　　Email gikai@town.fujkawa.lg.jp

議会では、町内在住の18歳以上の方（町
職員・町議会議員とその家族を除く）
で、年に4回発行される議会広報の批
評や提言をしていただけるモニターを
次により募集します。

議会広報モニター募集！

安岡 桃⼦さん

　これまで続けてきたやり⽅を守っていく事
も⼤切で、前例のない事を新しく始める事も
とても労⼒を必要とする⼤事な仕事だろうと

感じます。モニターを行う中で、町政や私たちの⽣活の基盤で
も同じ様な事がいくつもあると感じました。町⺠としてやってい
かなくてはいけない事は何か？と考えさせられるお仕事でした。

清野 喜久雄さん

　町の直面する課題を、議会での質疑応答
などを傍聴席から拝見し、モニター通信に
大変参考になりました。町長、議員各位、

職員の皆様の更なるご活躍を期待し、これから「町民と議
会のパイプ役」を目指す議会だよりを期待します。自分自
身も勉強になり感謝します。1年間ありがとうございました。

柳 朝子さん

　今まで⼀度も⾒なかった（すみません）
議会だよりを読んで、議員さんが⾊んな
活動をしている事、想いを持っていること

が分かって嬉しかった。
　ぜひ郵送ではなく、リアル座談会をしながらより良いも
のにしていきたいと思いました。

深澤 典子さん

　モニターをさせていただき、毎回興味
深く読ませてもらいました。改めて議会の
様子や町政の動向を知るよい機会になり

ました。
　これからも、町民に関心を持ってもらえるような分かり
やすい議会だよりを、楽しみにしています。

佐野 綾子さん

　議会モニターに参加させて頂き、改め
て議会だよりを真剣に拝読しました。感想
の欄には自分の意見が言え、少しでも町

政に参加できた事は、嬉しく思います。
　１年間ありがとうございました。

深澤 和彦さん

　今回、議会広報モニターに参加させてい
ただいたことにより、富士川町政の課題、議
員活動に対して今までよりも関心を持つこ

とができました。今後も引き続き多くの町民の声を広く聞き、
また町政の情報等がわかりやすく掲載されている議会だより
の作成に期待いたします。1年間ありがとうございました。

山本 泉さん

　1年間モニターをやらせて頂きました。
町にはいろんな問題がまだまだあることを
実感しました。1つひとつ議員さんたちが

町民の為にと、議論し解決していってくれることがわかるこ
とが出来ました。これからも、町がより一層住み良い町にな
ることを願っています。一年間ありがとうございました。

志村 由希美さん

　モニターの就任式時に他のモニターの立派な
意見を聞く機会があり勉強になりました。議会
だよりだけでなく行政等、気付いた事を記入す

る欄があり良い機会だと思いました。早速、次号の議会だよりか
ら改善されてたりと意見を大切にくみ取っていただき感謝してい
ます。1年間、貴重な体験となりました。ありがとうございました。

モニター活動のご感想をご紹介！
88人のモニター人のモニターさんからの

※いただいたご感想は、原文のとおり掲載しております。
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広報常任委員会 委員長 小林有紀子  副委員長 神田雅也   委員 秋山 仁・小林和良・深澤一幸・依田誠司

　馬門組集落の閑静な場所に妙性寺があります。京都本國寺
の末寺で、開山は永正7年・西暦1510年8月28日の500
年程歴史を持つ由緒ある名高いお寺です。毎年4月第二日
曜日に、十三参りの儀式が行われており、ちょうど干

え
支
と
がひ

と周りしたお祝いと、厄
やく
除
よけ
の祈りがこめられて、 受け継が

れている行事です。これは13歳の年齢（小学6年生4月）の
大人と子供の境目に、知恵と福徳を授かるようにお参りする
のが「十三参り」であります。大変珍しいお祝い行事であり、
京都発祥とされ県内ではこの妙性寺だけが行っており、メディアにもたびたびとりあげられています。 
　参加者は「正しい大人になる」という願いを込め、筆を使い「正」文字を丁寧に色紙にしたためて、
住職が読経して境内に安置されている「虚空蔵菩薩」に奉納し祈願します。大人になる最初の約束は、
山門から法界塔を出るまで後ろを振り向かないことであり、そうしないとせっかく頂いた知恵をおいて
くることになると言われています。
　参加者は、小学生らしいあどけなさも見られ、一生の思い出に記念写真が残すことができます。また
学業成就を兼ねることもできるので、お子様の13歳のお祝いを考えてみては如何ですか ?

知恵と福徳を授かるお祝い行事

　御堂山 妙
みょうしょう

性寺
じ

の十
　じゅう

三
さん

参
まい

り （最勝寺区）

御堂山 妙性寺

広報常任委員会からの後記
　この２年間の「議会だより」の発行に際しまして、町民の皆さ
まのご理解ご協力に、心から感謝申し上げます。わかりやすく
読みやすい「議会だより」の作成をめざし、一丸となって取組
んでまいりました。時には、意見をぶつけ合い切磋
琢磨しながら、これまでの枠にこだわらない新たな
企画にチャレンジし、町民の方が多く登場していた
だけるよう、新年の抱負や成人の日などのアンケー
ト調査を実施し、掲載させていただきました。
　県広報コンクールにおいて、１年目に「優秀賞」、
２年目に「最優秀賞」を受賞することが出来ました。
町民の皆さまの、ご理解ご協力のおかげであり、深
く御礼申し上げます。

最優秀賞を受賞した51号最優秀賞を受賞した51号


